
 平 成 ２ ６ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 Ａ Ｉ 第 一 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 

 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ 

  問 題 番号 ご と の解答数  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ G －  1 ～ 6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ G －  7 ～ 12

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ G － 13 ～ 18

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。  

[記入例]  受験番号  ０１G９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｈ11

22222222

3333333

444444

5555Ｌ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｐ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

昭
和

平
成

Ｈ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

 
受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

解答の公表は 11月 26日 10時以降の予定です。 
合否の検索は 12月 15日 14時以降の予定です。 



Ｇ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒ３ に流れる電流Ｉは、 (ア) アンペアである。ただし、

電池Ｅの内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４ ⑤ ５

図１

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスは、 (イ) オームである。

(５点)

① １３ ② １５ ③ １７ ④ １９ ⑤ ２１

図２

(３) 面積Ａの金属板２枚を間隔ｄだけ隔てて平行に置き、その間を誘電率εの誘電体で満たし

た平行板コンデンサがある。このコンデンサの静電容量をＣとすると、これらの間には

Ｃ ＝ (ウ) の関係がある。 (５点)

ｄ εｄ Ａ εＡ① εｄＡ ② ③ ④ ⑤εＡ Ａ εｄ ｄ

(４) 交流波形のひずみの度合いを判断する目安の一つである波高率は、 (エ) 比で表され、

正弦波形の場合、約１.４１となる。 (５点)

① 最大値の平均値に対する ② 実効値の平均値に対する

③ 基本波の高調波に対する ④ 最大値の実効値に対する

⑤ 偶数次ひずみの奇数次ひずみに対する

Ｅ＝１３

Ｒ４＝１ Ｒ５＝２

Ｒ３＝１

Ｒ２＝１Ｒ１＝１

Ｉ

Ω

Ω ΩＶ

Ω

Ω

ｂａ

Ｒ＝１２ ＸＬ＝２ ＸＣ＝７Ω ΩΩ



Ｇ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体の特性について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ｐｎ接合に外部から逆方向電圧を加えると、ｐ形領域の多数キャリアである正孔は、電源

の正極に引かれ、空乏層が広がる。

Ｂ ｐｎ接合に外部から順方向電圧を加えると、空乏層が狭くなり、ｎ形領域の多数キャリア

である自由電子はｐ形領域へ流れ込む。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図１に示すトランジスタ増幅回路において、この回路のトランジスタの各特性が図２及び図３

で示すものであるとき、コレクタ－エミッタ間の電圧ＶＣＥは、 (イ) ボルトとなる。ただ

し、Ｒ１は１００オーム、Ｒ２は２.４キロオーム、Ｒ３は３キロオームとする。 (４点)

① ２ ② ４ ③ ６ ④ ８ ⑤ １０

(３) サイリスタが、ゲート信号により電流の流れないオフ状態から電流が流れるオン状態になる

ことは、一般に、ターンオン又は (ウ) といわれる。 (４点)

① 整 流 ② 変 調 ③ トンネリング ④ 消 弧 ⑤ 点 弧

(４) 記憶素子を構成する基本単位であるメモリセルが、ＭＯＳトランジスタ１個とコンデンサ

１個から構成され、コンデンサに電荷があるときは１、電荷がないときは０として記憶される

半導体メモリは、 (エ) といわれる。 (４点)

① ＤＲＡＭ ② ＣＣＤ ③ ＲＯＭ

④ ＡＳＩＣ ⑤ フラッシュメモリ

(５) トランジスタの静特性のうち、エミッタ接地方式においてベース電流ＩＢを一定に保ったと

きのコレクタ電流ＩＣとコレクタ－エミッタ間の電圧ＶＣＥとの関係を示したものは、ＶＣＥ－ＩＣ

特性又は (オ) 特性といわれる。 (４点)

① 電圧帰還 ② 電流伝達 ③ 入 力 ④ 出 力 ⑤ 増 幅

Ｉ

Ｖ

Ｉ

Ｒ

Ｒ
Ｒ
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図１ 図２
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Ｇ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１、図２及び図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すと

き、図１、図２及び図３の塗りつぶした部分を示すそれぞれの論理式の論理和は、 (ア)

と表すことができる。 (５点)

① Ａ･Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ ③ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

④ Ａ･Ｂ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

図１ 図２ 図３

(２) 図４に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (イ) であるとき、入力ａ及び入力ｂと

出力ｃとの関係は、図５で示される。 (５点)

図４

図５

a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力

① ② ③ ④ ⑤

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ
Ｍ



Ｇ－4

(３) 図６に示す論理回路は、ＮＡＮＤゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及び

入力ｂに図７に示す入力がある場合、図６の出力ｄは、図７の出力のうち (ウ) である。

(５点)

① ｄ１ ② ｄ２ ③ ｄ３ ④ ｄ４ ⑤ ｄ５ ⑥ ｄ６

図６

図７

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

① ０ ② １ ③ Ａ･Ｃ＋Ｂ ④ Ｂ＋Ｃ ⑤ Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｃ

a

b

d1

d2

d3

d4

d5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力

d6
1

0

入力ａ
出力ｃ入力ｂ

出力 d



Ｇ－5

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線への入力電力が (ア) ミリワット、その伝送損失が１キロ

メートル当たり０.８デシベル、増幅器の利得が１６デシベルのとき、負荷抵抗Ｒで消費する

電力は、８０ミリワットである。ただし、変成器は理想的なものとし、入出力各部のインピー

ダンスは整合しているものとする。 (５点)

① １６ ② ４５ ③ ６０ ④ ８０ ⑤ ９６ ⑥ １１２

図１

(２) 伝送損失について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 平衡対ケーブルにおいては、心線導体間の間隔を大きくすると伝送損失が増加する。

Ｂ 同軸ケーブルは、一般的に使用される周波数帯において信号の周波数が４倍になると、そ

の伝送損失は、約２倍になる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 図２において、電気通信回線１のインピーダンスが３２０オーム、電気通信回線２のイン

ピーダンスが５００オームのとき、巻線比(ｎ１：ｎ２)が (ウ) の変成器を使うと回線の

接続点の反射損失がゼロとなる。ただし、変成器は理想的なものとする。 (５点)

① ２：３ ② ３：２ ③ ３：５ ④ ４：３ ⑤ ４：５

図２

(４) 伝送回路の入力と出力の信号電圧が比例関係にないために生ずる信号のひずみは、 (エ)

ひずみといわれる。 (５点)

① 群遅延 ② 波 形 ③ 非直線 ④ 位 相 ⑤ 減 衰

電気通信回線１

変成器

巻線比
：ｎ１ ｎ２

電気通信回線２

発振器 電気通信回線

変成器

増
幅
器

巻線比
３：４

Ｒ

２０ kｍ



Ｇ－6

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) デジタル変調方式について述べた次の記述のうち、正しいものは、 (ア) である。(４点)

① ＦＳＫは送信するデジタル信号に応じて、周波数が一定の搬送波の位相を変化さ

せて変調する方式である。

② ＦＳＫにおいて変調率が１００パーセントのものは、オンオフキーイングといわ

れる。

③ ＱＰＳＫは、１シンボル当たり４ビットの情報を伝送できる多値変調方式である。

④ ＱＡＭは、位相が直交する二つの搬送波がそれぞれＡＳＫ変調された多値変調方

式である。

(２) 光ファイバ増幅器について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 光ファイバ増幅器には、コアにエルビウムイオンを添加した光ファイバを利用する、一般

に、ＥＤＦＡといわれるものがある。

Ｂ 光ファイバ増幅器は、波長が異なる信号光の一括増幅が可能であり、一般に、波長分割多

重伝送方式を用いた光中継システムなどに使用されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) パルスの繰り返し周期が等しいＮ個のＰＣＭ信号を時分割多重方式により伝送するためには、

多重化後のパルスの繰り返し周期を元の周期の (ウ) 倍以下となるように設定する必要が

ある。 (４点)

１ Ｎ① ② ③ Ｎ ④ ２Ｎ ⑤ Ｎ２Ｎ ２

(４) 伝送するパルス列の時間軸上の周期の短い位相変動は、 (エ) といわれ、光中継システ

ムなどに用いられる再生中継器におけるタイミングパルスの間隔のふらつきや、共振回路の同

調周波数のずれが一定でないことなどに起因している。 (４点)

① 相互変調 ② ジッタ ③ 自己変調 ④ エコー ⑤ バースト

(５) 光ファイバ増幅器を用いた光中継システムにおいて、光信号の増幅に伴い発生する自然放出

光に起因する (オ) は、受信端におけるＳＮ比の低下など、伝送特性劣化の要因となる。

(４点)

① ＡＳＥ雑音 ② ショット雑音 ③ 熱雑音

④ 暗電流 ⑤ インパルス雑音



Ｇ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 文書ファクシミリ伝送手順はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.３０で規定されており、グループ３形機

(Ｇ３形機)どうしが電話交換網(ＰＳＴＮ)を経由して接続されると、送信側のＧ３形機では、

フェーズＡの呼設定において、一般に、 (ア) 信号として断続する１,１００ヘルツのトーン

を網に対して送出し、ファクシミリ送信手順を開始する。 (４点)

① ＣＥＤ ② ＣＮＧ ③ ＲＢＴ ④ ＳＤＴ ⑤ ＳＥＴＵＰ

(２) デジタル式ＰＢＸは、内線相互接続通話中のとき、 (イ) によって送受器のオンフック

を監視し、これを検出することにより通話路の切断を行っている。 (４点)

① 空間スイッチ ② トーンジェネレータ回路 ③ 中継台

④ ライン回路 ⑤ 極性反転検出回路

(３) ダイヤルイン方式を利用するデジタル式ＰＢＸの夜間閉塞について述べた次の二つの記述は、

(ウ) 。 (４点)

Ａ 夜間閉塞を開始すると、電気通信事業者の交換機からは、一般の電話に着信する場合と同

様の接続シーケンスにより、夜間受付用電話機に着信する。

Ｂ 夜間閉塞機能を利用するためには、夜間閉塞制御用として着信専用回線を各代表群別に設

置し、電気通信事業者の交換機に対してＬ１線に地気を送出する必要がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるデジタル回線終端装置について述べた次の

二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ デジタル回線終端装置は、メタリック加入者線を介して受信するバースト信号を、バス接

続された各端末へピンポン伝送といわれる伝送方式で断続的に送信するためのバッファメモ

リを有する。

Ｂ デジタル回線終端装置は、メタリック加入者線の線路損失、ブリッジタップから生ずる不

要波形による信号ひずみなどを自動補償する等化器の機能を有する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電気通信設備の雷害には、落雷時の雷電流によって生ずる強い電磁界により、その付近にあ

る通信ケーブルや電力ケーブルを通して通信装置などに影響を与える (オ) によるものな

どがある。 (４点)

① 側撃雷 ② 直撃雷 ③ 逆流雷 ④ 接地雷 ⑤ 誘導雷



Ｇ－8

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースでは、１９３ビットのフレームを２４フレー

ム使い１マルチフレームが構成されるため、２４個の (ア) を活用することができる。こ

の２４個の (ア) は、マルチフレームを同期させるための信号、ＣＲＣビット誤り検出及

びリモートアラーム表示に使用されている。 (４点)

① Ａビット ② Ｆビット ③ Ｄチャネルビット

④ Ｍビット ⑤ Ｄエコーチャネルビット

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける使用チャネルについて述べた次の二つの記

述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ パケット交換モードにより通信を行う場合、ユーザ情報は、Ｂチャネル及びＤチャネルで

伝送できる。

Ｂ 回線交換モードにより通信を行う場合、呼設定情報など呼制御用のシグナリング情報は、

Ｂチャネルで伝送できる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ＮＴからＴＥ及びＴＥからＮＴへ伝送さ

れる４８ビット長のフレームは、 (ウ) マイクロ秒の周期で繰り返し伝送される。 (４点)

① ６４ ② １２５ ③ １９２ ④ ２５０ ⑤ ３８４

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１では、複数の端末が一つのＤチャネルを

共用するため、アクセスの競合が発生することがある。Ｄチャネルへの正常なアクセスを確保

するための制御手順として、一般に、 (エ) といわれる方式が用いられている。 (４点)

① ＣＤＭＡ ② ＴＤＭＡ ③ ＣＳＭＡ／ＣＤ

④ 優先制御 ⑤ エコーチェック

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける回線交換モードでは、通信中に端末を別の

ジャックに移動する場合などに呼中断／呼再開手順が用いられる。この手順の特徴について述

べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 呼が中断されても、中断呼がそれまで使っていた呼番号は再開時にそのまま利用される。

Ｂ 中断呼に割り当てられた呼識別は、呼の中断状態の間に同一インタフェース上の他の中断

呼に適用されない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 電話交換網(ＰＳＴＮ)において一つの呼の接続が完了するためには、複数の交換機で出線選択

を繰り返す場合が多い。生起呼がどこかの交換機で出線全話中に遭遇する確率、すなわち、総合

呼損率は、各交換機の出線選択時の呼損率が十分小さければ、各交換機の呼損率の (ア)

にほぼ等しい。 (４点)

① 最小値 ② 和 ③ 平均値 ④ 積 ⑤ 最大値
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(２) 出回線数がＮの即時式完全線群において、加わった呼量がａアーラン、出線能率がηである

とき、呼損率は (イ) で表される。 (４点)

Ｎ×(１－η) Ｎ×η ａ① ② ③ａ ａ Ｎ×(１－η)

ａ×(１－η) ａ－Ｎ×η④ ⑤Ｎ ａ

(３) ある回線群の午前９時００分から午前９時２０分まで及び午前９時２０分から午前９時５０分

までの、それぞれの時間帯に運ばれた呼量及び平均回線保留時間は、表に示すとおりであった。

この回線群で午前９時００分から午前９時５０分までの５０分間に運ばれた総呼数は、

(ウ) 呼である。 (４点)

① １６３ ② ２９０ ③ ３２６ ④ ３３６ ⑤ ３９６

調 査 時 間 ９時００分～９時２０分 ９時２０分～９時５０分

運 ば れ た 呼 量 ２０.０アーラン １８.０アーラン

平均回線保留時間 ２００秒 １５０秒

(４) 社内ネットワークにパーソナルコンピュータ(ＰＣ)を接続する場合、事前に社内ネットワー

クとは隔離されたセグメントにＰＣを接続して検査することにより、セキュリティポリシーに

適合しないＰＣは社内ネットワークに接続させない仕組みは、一般に、 (エ) システムと

いわれる。 (４点)

① リッチクライアント ② 検疫ネットワーク ③ シンクライアント

④ 侵入検知 ⑤ スパムフィルタリング

(５) デジタル署名などについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ デジタル証明書は、公開鍵の所有者を識別し、証明するためにデジタル署名を施したもの

であり、認証局といわれる第三者機関が発行する。

Ｂ デジタル署名では、送信者の秘密鍵を署名に用い、送信者の公開鍵を検証に用いる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アクセス系設備に用いられる地下用メタリック平衡対ケーブルには、ポリエチレンと比較し

て (ア) 率が小さい発泡ポリエチレンを心線被覆に用いたものがある。 (４点)

① 誘 電 ② 導 電 ③ 透 磁 ④ 電気抵抗 ⑤ 弾 性

(２) テスタのゼロオーム調整について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ アナログ式テスタの内蔵電池が消耗している場合、抵抗測定レンジでテストリードを短絡

してゼロオーム調整つまみを回しても指針が正確にゼロオームを指さないことがある。

Ｂ デジタル式テスタのリラティブ測定機能は、直前の測定値を記憶することができ、抵抗測

定レンジでは、ゼロオーム調整用として利用することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) アンダーカーペット配線方式によるボタン電話の配線工事において、フラットケーブルをタイ

ルカーペットの床面から立ち上げる場合、一般に、ケーブルを床面と固定するためにフロアクリッ

プが使用され、床面から立ち上げたケーブルを保護するために (ウ) が使用される。(４点)

① ステップル ② フリーレット ③ フロアプロテクタ

④ ケーブルパス ⑤ ブッシング

(４) 日本電線工業会規格(ＪＣＳ)で規定されているＥＣＯケーブルの耐燃性ポリエチレンシース

通信用構内ケーブル(耐燃ＰＥシースケーブル)を用いた、デジタル式ＰＢＸの配線工事などに

ついて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 多湿な状況下での配線工事において、ポリエチレンの潮解性によりケーブル表面に水滴が

生じた場合、ケーブルの電気的特性が劣化するため、早期に張り替える必要がある。

Ｂ 配線工事終了後に回収された工事残材のうち、耐燃ＰＥシースケーブルは、外被がポリエ

チレン系の材料に統一されていてリサイクル対応が可能であるため、廃棄物の低減に寄与す

ることができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) デジタル式ＰＢＸの主装置に顧客データベースを保有するパーソナルコンピュータ(ＰＣ)と

電話機が接続される配線構成において、 (オ) の試験では、一般に、電話応答時に電気通

信事業者が提供する発信者番号通知サービスを利用して該当するお客様の情報がＰＣ画面に表

示されることを確認する。 (４点)

① ＤＩＤ ② ＤＩＬ ③ ＡＣＤ ④ ＣＴＩ ⑤ ＩＶＲ

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのバス配線では、一般に、ＩＳＯ８８７７に準拠し

たＲＪ－４５のモジュラジャックが使用されるが、端子配置では、 (ア) 端子がＤＳＵ側

での送信端子(端末機器側での受信端子)として使用される。 (４点)

① １、２番 ② ３、６番 ③ ４、５番 ④ ７、８番

(２) 図１に示すＩＳＤＮ(基本インタフェース)回線設備構成における故障切分け試験などについ

て述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ ＩＳＤＮ回線設備の故障切分け試験の一つであるループバック２試験でのループバック２

の折返し点は、図中ⓒで示す設備内にある。

Ｂ 電気通信事業者側からの静電容量試験による切分け点は、図中ⓐで示す設備内にある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

ⓐ ⓑ ⓒ ⓓ

図１

ジャック式
ローゼット

ＤＳＵ保安器
ＩＳＤＮ
標準端末

ＩＳＤＮ回線
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(３) 図２は、ＩＳＤＮ(基本インタフェース)回線における、保安器～ＤＳＵ間、ＤＳＵ～ＴＡ間及び

ＴＡ～アナログ電話機間の配線構成を示したものである。 内の(Ａ)、(Ｂ)及び(Ｃ)

に入る心線数の組合せとして正しいものは、表に示すイ～ホのうち、 (ウ) である。(４点)

① イ ② ロ ③ ハ ④ ニ ⑤ ホ

(Ａ) 線式 (Ｃ) 線式

(Ｂ) 線式

図２

２

イ

ロ

ハ

ニ

(Ａ) (Ｂ)

２

４

(Ｃ)

２

２

２

２

４

４

４

２

２

ホ ４ ４ ２

ＩＳＤＮ回線
ＴＡＤＳＵ

アナログ
電話機

保安器
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(４) ＪＩＳ Ｚ ９０２１：１９９８シューハート管理図に規定されている、点の動きのパターン

を解釈するために用いる判定ルールのガイドラインに該当するものは、図３～図６のうち、

(エ) である。ただし、ＵＣＬ及びＬＣＬはそれぞれ上方管理限界及び下方管理限界とし、

ＵＣＬとＬＣＬは中心線から３σの距離にあり、１σ間隔で六つの領域に分けて、領域を中心

線について対称に順次Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｃ、Ｂ及びＡとする。また、σは群内母標準偏差、Ｘは品

質特性の測定値、Ｘは群平均の平均とする。 (４点)

① 図３ ② 図４ ③ 図５ ④ 図６

図３ 図４

図５ 図６

(５) あるプロジェクトを完了するために必要な各作業の所要日数及び順序関係がⓐ～ⓕであるとき、

プロジェクト全体を表すアローダイアグラムにおけるクリティカルパスの所要日数は、 (オ)

日である。

ⓐ 作業Ａは所要日数が４日で、最初に開始する作業である。

ⓑ 作業Ｂは所要日数が５日で、作業Ａの終了後に開始できる。

ⓒ 作業Ｃは所要日数が６日で、作業Ａの終了後に開始できる。

ⓓ 作業Ｄは所要日数が６日で、作業Ｂ及び作業Ｃの終了後に開始できる。

ⓔ 作業Ｅは所要日数が５日で、作業Ｃの終了後に開始できる。

ⓕ 作業Ｆは所要日数が２日で、作業Ｄ及び作業Ｅの終了後に開始でき、作業Ｆが終了する

とプロジェクトは完了する。 (４点)

① １６ ② １７ ③ １８ ④ １９ ⑤ ２０

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ａ

ＵＣＬ

ＬＣＬ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

１点が領域Ｂを超えている

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ａ

ＵＣＬ

ＬＣＬ

Ｘ
Ｘ

６点が中心線に対して同じ側にある

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ａ

ＵＣＬ

ＬＣＬ

Ｘ

Ｘ

６点が増加、又は減少している

ＸＡ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ａ

ＵＣＬ

ＬＣＬ

Ｘ

Ｘ

連続する３点が領域Ｃを超えた
領域にある

Ｘ
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法に規定する｢重要通信の確保｣又は｢端末設備の接続の技術基準｣について述べ

た次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 電気通信事業者は、天災、事変その他の非常事態が発生し、又は発生するおそれが

あるときは、災害の予防若しくは救援、交通、通信若しくは電力の供給の確保又は秩

序の維持のために必要な事項を内容とする通信を優先的に取り扱わなければならない。

② 電気通信事業者は、重要通信の円滑な実施を他の電気通信事業者と相互に連携を図

りつつ確保するため、他の電気通信事業者と電気通信設備を相互に接続する場合には、

総務省令で定めるところにより、重要通信の優先的な取扱いについて取り決めること

その他の必要な措置を講じなければならない。

③ 重要通信を優先的に取り扱わなければならない場合において、電気通信事業者は、

必要があるときは、総務省令で定める基準に従い、電気通信業務の一部を停止するこ

とができる。

④ 電気通信事業者は、利用者から端末設備をその電気通信回線設備に接続すべき旨の

請求を受けたときは、その接続が登録認定機関で定める接続の技術基準に適合しない

場合を除き、その請求を拒むことができない。

⑤ 端末設備の接続の技術基準は、電気通信回線設備を利用する他の利用者に迷惑を及

ぼさないようにすることが確保されるものとして定められなければならない。

(２) 総務大臣が、該当すると認めるときは、電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利

益を確保するために必要な限度において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命

ずることができる場合について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 電気通信事業者が提供する電気通信役務に関する提供条件(料金を除く。)が電気通信回線

設備の使用の態様を不当に制限するものであるとき。

Ｂ 事故により電気通信役務の提供に支障が生ずるおそれがある場合に電気通信事業者がその

支障を未然に防止するために必要な業務の改善その他の措置を速やかに行わないとき。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 電気通信事業者は、電気通信役務の確実かつ (ウ) な提供を確保するため、総務省令で

定めるところにより、事業用電気通信設備の管理規程を定め、電気通信事業の開始前に、総務

大臣に届け出なければならない。 (４点)

① 適 正 ② 安定的 ③ 円 滑 ④ 公 平 ⑤ 合理的

(４) 電気通信事業法に規定する｢端末機器技術基準適合認定｣について述べた次の二つの文章は、

(エ) 。 (４点)

Ａ 登録認定機関は、その登録に係る技術基準適合認定をしたときは、総務省令で定めるとこ

ろにより、その端末機器に技術基準適合認定をした旨の表示を付さなければならない。

Ｂ 何人も、電気通信事業法の規定により端末機器に技術基準適合認定をした旨の表示を付す

る場合を除くほか、国内において端末機器にこれの表示又はこれと紛らわしい表示を付して

はならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 総務省令で定める、電気通信事業者が利用者からの端末設備の接続請求を拒める場合は、

利用者から、端末設備であって (オ) を使用するもの(別に告示で定めるものを除く。)及

び公衆電話機その他利用者による接続が著しく不適当なものの接続の請求を受けた場合である。

(４点)

① 直流電圧 ② 帯域外信号 ③ 電 波

④ ＣＥＤ信号 ⑤ トーン信号

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① ＤＤ第一種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等

を接続するための工事を除く。

② ＤＤ第三種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

のうち、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１ギガビット以下であって、

主としてインターネットに接続するための回線に係るものに限る工事を行い、又は監

督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するため

の工事を除く。

③ ＡＩ第一種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、又は監督す

ることができる。

④ ＡＩ第三種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事の

うち、端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行い、又は

監督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続するための

工事のうち、総合デジタル通信回線の数が毎秒６４キロビット換算で１のものに限る

工事を行い、又は監督することができる。

(２) 工事担任者規則に規定する事項について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者資格者証の交付を受けた者は、端末設備等の工事、維持及び運用に関する専門

的な知識及び技術の向上を図るように努めなければならない。

Ｂ 専用設備(特定の者に電気通信設備を専用させる電気通信役務に係る電気通信設備をいう。)

に端末設備等を接続する工事は、工事担任者を要しない工事に該当する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則の｢表示｣において、技術基準適合認定をした旨

の表示を付するときは、当該表示を付す面積が確保できる端末機器にあっては、当該端末機器

の見やすい箇所に付す方法、又は、端末機器に (ウ) 方法により記録し、当該端末機器の

映像面に直ちに明瞭な状態で表示することができるようにする方法によると規定されている。

(４点)

① バーコード記録 ② データ圧縮 ③ 光学的

④ ＩＣタグ貼付 ⑤ 電磁的
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(４) 有線電気通信法に規定する、有線電気通信設備(政令で定めるものを除く。)の技術基準によ

り確保される事項について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 有線電気通信設備は、他人の設置する有線電気通信設備に妨害を与えないようにすること。

Ｂ 有線電気通信設備は、人体に危害を及ぼし、又は物件に損傷を与えないようにすること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 総務大臣は、有線電気通信設備を設置した者に対し、その設備が有線電気通信法の規定に基

づく政令で定める技術基準に適合しないため他人の設置する有線電気通信設備に妨害を与え、

又は人体に危害を及ぼし、若しくは物件に損傷を与えると認めるときは、その妨害、危害又は

損傷の (オ) のため必要な限度において、その設備の使用の停止又は改造、修理その他の

措置を命ずることができる。 (４点)

① 発見及び対策 ② 把握及び改善 ③ 軽減又は救済

④ 検査及び報告 ⑤ 防止又は除去

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備を

接続する点においてアナログ信号を入出力とするものをいう。

② デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であっ

て、主として６４キロビット毎秒を単位とするデジタル信号の伝送速度により、符号、

音声その他の音響又は影像を統合して伝送交換することを目的とする電気通信役務の

用に供するものをいう。

③ 専用通信回線設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、特

定の利用者に当該設備を専用させる電気通信役務の用に供するものをいう。

④ 移動電話端末とは、端末設備であって、移動電話用設備(インターネットプロトコル

移動電話用設備を除く。)に接続されるものをいう。

⑤ インターネットプロトコル電話端末とは、端末設備であって、インターネットプロ

トコル電話用設備に接続されるものをいう。

(２) ｢鳴音の発生防止｣及び｢責任の分界｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。(４点)

Ａ 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ずる発振

状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件を満たすもの

でなければならない。

Ｂ 利用者の接続する端末設備は、自営電気通信設備との責任の分界を明確にするため、自営

電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 配線設備等の評価雑音電力とは、 (ウ) であって人間の聴覚率を考慮して定められる実

効的雑音電力をいい、誘導によるものを含む。 (４点)

① 通信回線が受ける妨害

② 架空電線で発生する雑音

③ 線路又は保安器を除く屋内配線が受ける妨害

④ 電気通信事業者の交換設備を含めた配線設備で発生する雑音
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(４) 安全性等について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (エ) である。 (４点)

① 端末設備は、事業用電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機

能を有してはならない。

② 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備と
きょう

の間において、使用電圧が３００ボルトを超え６００ボルト以下の交流の場合にあっ

ては、０.４メガオーム以上の絶縁抵抗を有しなければならない。

③ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な誘導雑音が発生すること

を防止する機能を備えなければならない。

④ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が１００オーム以下となるよう

に接地しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合に

あっては、この限りでない。

⑤ 利用者が端末設備を事業用電気通信設備に接続する際に使用する線路及び保安器そ

の他の機器(配線設備等という。)の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流

２００ボルト以上の一の電圧で測定した値で１メガオーム以上でなければならない。

(５) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備｣について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。

(４点)

Ａ 識別符号とは、端末設備に使用される配線設備と接続するための符号であって、通信路の

設定に当たってその登録が行われるものをいう。

Ｂ 使用する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するとこ

ろにより判定を行い、空き状態である場合にのみ直流回路を閉じるものでなければならない。

ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末の｢発信の機能｣又は｢緊急通報機能｣について述べた次の文章のうち、正し

いものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話端末は、自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を閉

じてから３秒以上経過後に選択信号の送出を開始するものでなければならない。ただ

し、電気通信回線からの発信音又はこれに相当する可聴音を確認した後に選択信号を

送出する場合にあっては、この限りでない。

② アナログ電話端末は、発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する

場合にあっては、電気通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後

３分以内に直流回路を開くものでなければならない。

③ アナログ電話端末は、自動再発信(応答のない相手に対し引き続いて繰り返し自動

的に行う発信をいう。)を行う場合(自動再発信の回数が１５回以内の場合を除く。)

にあっては、その回数は最初の発信から２分間に３回以内でなければならない。この

場合において、最初の発信から２分を超えて行われる発信は、別の発信とみなす。た

だし、この規定は、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

④ アナログ電話端末であって、通話の用に供するものは、電気通信番号規則に規定す

る電気通信番号を用いた警察機関、海上保安機関又は報道機関への通報(｢緊急通報｣

という。)を発信する機能を備えなければならない。
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(２) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 低群周波数は、６００ヘルツから９００ヘルツまでの範囲内の特定の四つの周波数で規定

されている。

Ｂ 周期とは、信号送出時間と信号受信時間の和をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の呼出信号 (ウ) 時における直流回路の

静電容量は、３マイクロファラド以下であり、インピーダンスは、７５ボルト、１６ヘルツの

交流に対して２キロオーム以上でなければならない。 (４点)

① 開 始 ② 終 了 ③ 選 択 ④ 送 信 ⑤ 受 信

(４) アナログ電話端末の｢直流回路の電気的条件等｣及び｢漏話減衰量｣について述べた次の二つの

文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 直流回路を閉じているときの直流回路の直流抵抗値は、２０ミリアンペア以上１２０ミリ

アンペア以下の電流で測定した値で５０オーム以上６００オーム以下でなければならない。

ただし、直流回路の直流抵抗値と電気通信事業者の交換設備からアナログ電話端末までの線

路の直流抵抗値の和が５０オーム以上１,７００オーム以下の場合にあっては、この限りで

ない。

Ｂ 複数の電気通信回線と接続されるアナログ電話端末の回線相互間の漏話減衰量は、

１,５００ヘルツにおいて７０デシベル以上でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 移動電話端末は、基本的機能として、応答を行う場合にあっては、 (オ) する信号を送

出する機能を備えなければならない。 (４点)

① チャネルを選択 ② 呼を設定 ③ 応答を確認

④ チャネルを解放 ⑤ 呼を解放 ⑥ 応答を要求

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ア) である。 (４点)

① 高周波とは、周波数が３,５００ヘルツを超える電磁波をいう。

② 電線とは、有線電気通信(送信の場所と受信の場所との間の線条その他の導体を利用

して、電磁的方式により信号を行うことを含む。)を行うための導体(絶縁物又は保護

物で被覆されている場合は、これらの物を含む。)であって、強電流電線に重畳される

通信回線に係るもの以外のものをいう。

③ 絶縁電線とは、絶縁物及び保護物で被覆されている電線をいう。

④ 強電流電線とは、強電流電気の伝送を行うための導体(絶縁物又は保護物で被覆さ

れている場合は、これらの物を含む。)をいう。

⑤ 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器(これらを支持し、又は保蔵するための工作物を含む。)をいう。
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(２) 有線電気通信設備令に規定する｢架空電線と他人の設置した架空電線等との関係｣について述

べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 架空電線は、他人の建造物との離隔距離が５０センチメートル以下となるように設置して

はならない。ただし、その他人の承諾を得たときは、この限りでない。

Ｂ 架空電線は、総務省令で定めるところによらなければ、架空強電流電線と同一の支持物に

架設してはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信設備令施行規則において、架空電線の支持物と架空強電流電線(当該架空電線の

支持物に架設されるものを除く。以下同じ。)との間の離隔距離は、架空強電流電線の使用電圧

が高圧で、使用する電線の種別が強電流ケーブル以外のその他の強電流電線の場合、 (ウ)

センチメートル以上でなければならないと規定されている。 (４点)

① １０ ② ３０ ③ ５０ ④ ６０ ⑤ ９０

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律において、識別符号になり得る符号について述べた

次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 当該アクセス管理者によってその内容をみだりに第三者に知らせてはならないものとされ

ている符号であること。

Ｂ 当該利用権者等の身体の全部若しくは一部の影像又は音声を用いて当該アクセス管理者が

定める方法により作成される符号であること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において、電子署名とは、電磁的記録(電子的方式、磁気的

方式その他人の知覚によっては認識することができない方式で作られる記録であって、電子計

算機による情報処理の用に供されるものをいう。)に記録することができる情報について行われ

る措置であって、次の(ⅰ)及び(ⅱ)の要件のいずれにも該当するものをいう。

(ⅰ) 当該情報が当該措置を行った者の (オ) に係るものであることを示すためのもので

あること。

(ⅱ) 当該情報について改変が行われていないかどうかを確認することができるものであること。

(４点)

① 特 定 ② 証 明 ③ 申 請 ④ 認 定 ⑤ 作 成



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器、トランジスタなどの表記は、新図記号を用いています。 

      ［例］ 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(8)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

  
(9)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(10)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  

の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 

しておりません。 

 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


